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　８月12日（日）、ディアーズコープたつたがわにて、平群町在住の小中学生たちが、
「もったいないをありがとうに」を合言葉に、ボランティア活動を行いました。


（詳細は４頁）


夏休みボランティアスクール
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　2011年、東日本大震災後、当時小学３年生で出来るボランティアはなかったが、父が現状を見てほ
しいと被災地に足を運ぶ。2014年、小学６年生で初めて仙台にて、ボランティア活動を行う。その後、
2017年鳥取県にて活動。また、今年の７月末の１週間、夏休みを利用し、東日本大震災で被害を受け


た宮城県石巻市へ漁師の手伝いをしに一人で訪れる。その翌週に父と共に西日本
豪雨の被災地である岡山市東区にて活動。


　お父さんの背中を見て育った佑吏さん。そんなお父さんにもお話を伺う事ができました。


　阪神大震災を30歳の時に関西にて体験。10年後新潟県で大規模な水害発生時のニュースを目にし、
「あ、俺行かな。」と思い初めて災害ボランティアへ参加。その後、佐用町、熊本県、福知山市、宮津
市、大阪北部、岡山県、７年前から東日本大震災の被災地にて活動される。


Ｑ：なぜ、ボランティア活動に行こうと思いましたか？
Ａ：�ボランティアに父が行っている姿を見てきたので、ボランティア活動を身近に感
じていました。


Ｑ：活動されてどうでしたか？一言メッセージをお願いします！
Ａ：�少しでも役に立てたらとの気持ちで行きました。まだまだ被害のあとが残ってい
ます。僕でもボランティアはできるので、誰でもできるという事を知ってほしい
です。


Ｑ：ボランティアへはどの様な気持ちで行くのですか？
　　一言メッセージをお願いします！
Ａ：�人助けをしてきたぞ～という様な意識は全くなく、ボランティアはさせて貰って
います。現地で素晴らしい人との出会いが私の原動力となっています。無理はし
なくて良いですが、現地に行けば、できることはきっとあります。遠慮しないで、
気軽な気持ちで活動を始めてみてください。


　ボランティア活動中
のさまざまな事故によ
るケガや損害賠償責任
を補償します。
　社会福祉協議会の窓
口（プリズムへぐり内）
までお手続きにお越し
ください。


ボランティア活動保険のご案内


（※）�天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険
者自身のケガを補償します。（天災危険担保特約条項）が、賠償責
任の補償については、天災に起因する場合は対象になりません。


プランタイプ A タイプ B タイプ
基本タイプ 350円 510円
天災タイプ（※）


（基本タイプ＋地震・噴火・津波） 500円 710円


保険料（1名あたり）（団体割引20％適用済）


喜多　和幸さん


喜多　佑
ゆう
吏
り
さん


（高校１年生）


真備町サテライトの様子


　 ～ 被 災 地 を 訪 れ て ～
　西日本豪雨、台風21号、北海道胆


い
振
ぶり


東部地震の被害に遭われた方々へ心からお見舞い
を申し上げます。１日も早い復興をお祈り致します。
　被災地へ足を運びボランティア活動をされた経験のある４名の方にお話を伺いました。
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　阪神・淡路大震災の年に長男を出産、その時テレビのニュースを見るたびに、
被災地のことがずっと気になっていたが、子育て中であった為、現地でのボラン
ティア活動は断念。その後、３人の子育てと共に八尾市にて子育て支援やこども
食堂のボランティア活動を行う。子育てが落ち着いた為、※ ap bank を通じ、８
月24日から５日間、西日本豪雨の被災地である倉敷市真備町にてがれきの撤去、
写真の再生作業等の活動を行う。『ボランティアとは人と人とが寄り添うことで
あり、どちらかの為というものではない』の信念を持つ。


（※環境プロジェクトの支援や推進を行う非営利組織）


　東日本大震災、熊本地震等の報道を目にするたびに、何かできないかと心に引っ
かかっていた。また、アーティストが言っていた『金のある人は金を、力のある
人は力を、何もない人は、声を挙げろ』との言葉が心に残る。西日本豪雨災害直
後の７月16日、ここなら行けると自家用車にて倉敷市真備町へ初めて災害ボラン
ティアとして現地へ立つ。限られた時間で精一杯したいと頑張ったつもりが、帰
り際振り返り見渡すと、まだほとんど変わっていない風景を目の当たりにし言葉
を失う。「また必ず来る。」７月28日仕事の都合がついた為、岡山市東区にてがれ
きの撤去等の支援活動を行う。


Ｑ：実際に現地へ行かれてどうでした？一番伝えたいことは何ですか？
Ａ：�男性に比べると力仕事は微力ですが、ヘルパーの資格を持っていたので、現地の方に寄り添う気持ちを
大切に活動しました。風化して欲しくないという気持ちが強くなりました。また、沢山の大学生もボラ
ンティア活動へ参加されていたのですが、ボランティアを通じて成長する姿を目の当たりにしました。
仕事に出ると、なかなかまとまった休みが取りにくくなります。是非若い人たちにもどんどんボランティ
ア活動を実践して欲しいと思います！！


Ｑ：今年の夏は例年以上に猛暑でしたが、現地での活動を振り返りいかがですか？
Ａ：�こちらが倒れて迷惑を掛けるような事は絶対に避けたいと思っていました。水分補給、休憩の確保を心
掛け、５人でチームを組み作業をしました。自衛隊は人命救助などをしてくれるが、被災された自宅の
片付けを１軒１軒してくれる訳ではないので、ボランティアの必要性は感じました。自分に出来ること
をした、という感じです。


　西日本豪雨で大規模な被害を受けた倉敷市真備町へ、社協職員
も現地に出向き、薗・川辺サテライトにて、ボランティア希望者
と活動者とのコーディネートや、現況調査を行いました。全国か
ら沢山のボランティア活動者が支援に駆けつけてくださっていま
す。被災地で活動を行う際は、事前にボランティア活動保険の加
入をお願いします。


～ ボランティア活動をされる方へ ～


岩井ゆかりさん


東野　公
まさ


一
かず


さん


寄り添うことが支えになる　
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　８月12日（日）、ディアーズコープたつたがわにて、
講演会「もったいないをありがとうに！フードバン
クってなあに？」及び、※フードドライブを行いま
した。（※ご家庭で余っている食材を集める活動です。）夏休みボランティアスクール夏休みボランティアスクール夏休みボランティアスクール


▲�感謝の気持ちを込めて、ポップコーン
や綿菓子を作り配りました。


　フードバンク奈良　清水順子先生より、自宅に眠って
いる食材を集め、必要としている施設などに届ける活動
など、食べ物の大切さを学びました。


　家に余っていたので・・とお持ちいただいた
食材がなんと47.1㎏もありました！！ひとつず
つ、賞味期限などを確認し、分別作業を行いま
した。これらの食材が、フードバンク奈良を通
じて、必要としている施設などへ届けられます。
　沢山のご協力ありがとうございました !!
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（抜粋）参 加 の 想者 感







　今年も10月１日（月）～平成31年３月31日（日）での６ヶ月
間、全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が行われます。
　運動開始以来、皆様のご理解とご協力に支えられ、今年で72
回目を迎えることになりました。�共同募金は、地域で暮らす誰
もが安心・安全に暮らせる社会づくりを応援するため多様な社
会福祉の課題に取り組む活動を支援しています。また昨今増加
してる地震・豪雨災害による人的被害・家屋の倒壊等、甚大な
災害に対応できるよう募金の一部を積み立て、大災害をうけた
被災地での災害ボランティアセンター、復興支援センターの設
置費や運営経費に役立てるなど幅広い役割を担っています。
　本年も、皆様のあたたかい善意の気持ちをお寄せくださいま
すようお願い致します。


　
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
・
平
群
町
役
場
・
中
央
公
民
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー


か
し
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き
荘
・
道
の
駅
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路
へ
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平
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支
店
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平
群
郵
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局
・
緑
ヶ
丘
郵
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局
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宮
郵
便
局
・
奈
良
中
央
信
用
金
庫
平
群
支
店
・
奈


良
信
用
金
庫
龍
田
川
支
店	


（
順
不
同
）


● 
町
内
各
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す 


●


　町内各地で開催されるイベント会場や街頭（駅前・店頭）で積極
的に募金活動を展開いたします。


街頭・イベント募金運動を実施します


◆ 駅前募金
日　　時 10月１日（月） 6：40～8：00（予定）
場　　所 東山駅　・　平群駅


日　　時 10月２日（火） 6：40～8：00（予定）
場　　所 元山上口駅・竜田川駅


◆ 店舗前募金
日　　時 10月３日（水） 16：00～19：00（予定）
場　　所 ザ・ビッグエクストラ平群店・ディアーズコープたつたがわ


日　　時 10月４日（木） 16：00～19：00（予定）


場　　所 Ａコープ　ハートフルへぐり・
オークワ㈱プライスカット生駒東山店


日　　時 10月６日（土） 9：00～12：00（予定）
場　　所 道の駅・大和路へぐり	くまがしステーション


◆ イベント募金
日　　時 10月７日（日） 9：00～
場　　所 町民体育大会会場（平群町総合スポーツセンター運動場）


日　　時 11月３日（土・祝） 9：00～
場　　所 平群町文化祭会場（中央公民館）


日　　時 11月11日（日） 9：00～
場　　所 へぐり秋の収穫祭会場（中央公民館）


赤い羽根共同募金がはじまります
～へぐりに拡がる　優しい気持ち～
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　ひとりで子育て中のお父さん、お母さんの交流会です。
町のバスで、こんぺいとうミュージアム堺へ行きます。皆
さんで楽しいひと時を過ごしませんか？


と　き：11月10日（土）
行き先：こんぺいとう
　　　　　ミュージアム堺
参加費：大　人　　　　2, ５00円
　　　　小学生　　　　1, ５00円
　　　　幼児（４才以上）　　700円
　　　　３才以下無料
定　員：30名（先着順）
　※	参加申込が15名に満たない場合は中止となりますの
でご了承ください。


締　切　10月26日（金）
お申込み・お問合せ：老人福祉センター　かしのき荘


★シングル
　家庭交流会のお知らせ★


からだと のあたま 体操
日　時：10月２日（火）
　　　　午前10時30分～
場　所：かしのき荘　新館会議室
お申込み：老人福祉センター
　　　　　かしのき荘まで


フロア体操
日　時：10月12日（金）、26日（金）
　　　　午後１時30分～
場　所：かしのき荘　ロビー
お申込み：不要


ご利用時間
　月～土曜　午前９時～午後５時
　※	お風呂は、月～金曜
　　午前11時～午後３時30分


おおむね65才以上の方なら
ご利用いただけます。
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　社会福祉協議会では、住民の皆さんのご参加
による福祉のまちづくりをすすめています。会
費会員制度に皆さんのご理解ご協力をお願いし
ます。


お申込み・お問合せ　総務地域福祉係
※老人福祉センターにおいても受付いたします。


会費会員は随時募集しています
一般会員：一口　1, 0 0 0円
特別会員：一口　5, 0 0 0円


　　　　　　　（法人・企業・施設・事業所など）


ありがとうございました。


● ８月にお申込いただいた会費会員の方 ●


浦井　敏次
小川　公一


中田　信惠
西岡　　晥


松本　博行
匿名　２人
（敬称略）


社会福祉協議会


会費会員募集中
　平群町社会福祉協議会で開設している善意銀行
は、住民の皆さんの善意の気持ちを受け取る窓口
です。
　ここでご寄附いただいた金品は、わたしたちの
町のさまざまな福祉事業に活かされます。


預託の受付は総務地域福祉係まで


あたたかいお気持ち ありがとうございます


善意銀行預託者


平成30年₈月₁日～31日までに預託をして
いただいた方をご紹介します。


氏　　　名 指定等


山　本　　　章 任　意


（敬称略）


ご利用ください


ご利用ください







　認知症オレンジカフェは、認知症のお悩
みや不安を抱いている方々、認知症に関心
のある地域住民が気軽に集まれる場として
月一回開催しています。オレンジボラン
ティアさんによる、楽しい企画も準備して
います。認知症予防の簡単な体操なども
行っています。どなたでも参加できます。
対　象：�認知症の方、ご家族、地域の方、


医療・介護専門職など
日　時：毎月第２金曜日
　　　　午前10時～12時
　　　　�（どの時間からでも自由に参加で


きます。）


開催日 10月12日 11月9日


参加費：１００円
場　所：地域包括支援センター
　　　　（ふれあい交流センター内）


お申込みは不要です。
お気軽にお立ち寄りください。


　認知症は、種類によっては早期からの治
療が有効なものもあります。
　認知症に関する不安や悩みがある方は、
気軽に相談してください。ご家族のみの相
談も可能です。


日　時：10月18日（木）
　　　　午後1時30分～３時30分
　　　　おひとり40分程度
場　所：地域包括支援センター
　　　　（ふれあい交流センター内）


※	予約制ですので、まずは地域包括支援セ
ンターにお電話ください。


　この講座は、１日目にウォーキングの基礎知識や
効果、正しい歩き方などについて学びます。２日目
は、実際に外を歩きます。


対　象：平群町在住のおおむね65歳以上の方で、運
動を医師より止められていない方。また、介護保
険の要支援認定等を受けておられな
い方。休憩せずに１時間程度歩ける
方。


日時・場所：午前10時～11時30分
　１日目　�10月29日（月）：【地域包括支援センター


（ふれあい交流センター内）】
　２日目　�10月30日（火）：【地域包括支援センター


集合・解散】※天候によっては、室内で
講義・運動に変更


費　用：無料
持ち物：�運動できる服装、上靴、飲み物、タオル
講　師：健康運動指導士
お申込み：�10月１日（月）～地域包括支援センターへ
　　　　電話・窓口にて（先着15名）


第２弾　介護予防


「ウォーキング講座」参加者募集
～秋から、ウォーキングをはじめませんか？～


　認知症について正しく知り、認知症の方やご家族
を温かく見守る「応援者」を地域や家庭に増やして
いこうという講座です。認知症になっても、住み慣
れた地域で安心して暮らせるよう、見守りの輪を広
げましょう。


日　時：10月26日（金）
　　　　午前10時45分～12時頃まで


場　所：地域包括支援センター
　　　　（ふれあい交流センター内）


参加費：無料


お申込みは、地域包括支援センターまで


認知症オレンジカフェ
 ～ 心


こ


晴
は る


 ～


認知症相談会 認知症サポーター
養成講座
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認知症サポーターキャラバン







お申込み・お問合せ　　総務地域福祉係


福祉有償運送事業のご案内
　平群町在住の公共交通機関のご利用が困難な方で、一定の条件をお持ちの方に対し、送迎するこ
とにより、通院や日常の買物の際の移動をお手伝いしています。


ご利用資格 	 ①	介護保険の要支援・要介護認定を受けておられる方、若しくは※事業対象者
	 ②	いずれかの障害者手帳（身体障害者・精神障害者保健福祉・療育）をお持ちの方


　　　　　 ※（事業対象者とは、介護予防・日常生活支援総合事業の事業対象者）


運 転 内 容 	 	診察のための医療機関への通院や買物時の送迎


利 用 範 囲 	 	平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町・上牧町・河合町・王寺町および生駒市の一部
	 買物については、平群町内に限ります。


運 行 時 間 	 	月曜日～金曜日・午前８時45分～午後４時（祝日、年末年始を除く）


利 用 料 金 	 ２㎞まで300円。以後１㎞ごとに100円加算


★ご利用は事前予約制です。
☆�送迎（運転）のみのお手伝いであり、介助は伴いません。
☆�この事業は、指定の講習を受講された運転ボランティアの
方々のご協力を得て実施しています。


通院やお買物の
移動時のお手伝い！


距　離 料金
出発地～2.0㎞ 300円


2.1㎞～3.0㎞ 400円


3.1㎞～4.0㎞ 500円


　文字による情報入手が困難で障害者手帳


をお持ちの方を対象に“声の広報ＣＤ”を


送っています。


　ご利用いただくためには、「平群町地域


生活支援事業」の利用申請が必要です。希


望の方は、町役場福祉課または社会福祉協


議会までお電話ください。


役場福祉課　　　☎４５－５８７２
社会福祉協議会　☎４５－５７１０


“声の広報ＣＤ”の
ご利用について


（以下、掲載省略）
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再生紙を使用しています


登録ヘルパー募集！
●仕事内容


訪問介護（ホームヘルプ）
家事援助：掃除、買物、調理等
身体介護：入浴介助、食事介助、
　　　　　排泄介助等
☆時給1,020～1,500円
　（業務内容による）


通所介護（デイサービス）
デイサービス利用者の介助等
ケアスタッフ業務
☆時給1,000円
有給休暇・処遇改善手当支給あり
●勤務時間　相談に応ず
●資　　格　�介護福祉士またはホームヘル


パー２級以上または介護職員初
任者研修修了者


●試　　験　面接
●お問合せ　総務地域福祉係


※随時募集しています。
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